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1 は じ め に

近年, リンゴわい化栽培が増加するにつれて,紫紋羽病
の発生が増加してきた。わい性台樹は樹勢が衰弱しやすい

ため,発病すると回復まで長時間を要し,ま た,単位面積
当りの耕値本数が多いことから普通台樹に比べ治療が困難

である。 リンゴ紫紋羽病菌の侵入部位が明らかになると
,

初期防除による処理範囲が特定でき,労力及び資材の軽減
が可能である。そこでリンゴわい性台樹の紫紋羽病菌の侵

人部位を検討したところ,一定の傾向が認められたので
,

その結果を報告する。

2試 験 方 法

(1)コ ンテナ試験

1987年 5月 ,容量約502(深さ30m)の プラスチック製
コンテナに場内の紫紋羽病発病跡地土壌を詰め,ダイセン
ステンレス1000倍液で10分間消毒 した 1年生8,じ /M26
を 1コ ンテナ当り2本植え付けた。その際,深さ15mに紫
紋羽病被害根を 1コ ンテナ当り109接種した。調査は11月
に苗木を掘上げ,根径別に菌糸束付着根,腐敗根及健全根
の根重を測定し,腐敗程度を調査した。更に菌糸東付着程
度別指数 (0:菌糸束の付着無, 1:糸状の菌糸東, 2:
網状の菌糸束で粗, 3:網状の菌糸束で密,4:マ ット状)
に分け,根の表面積を測定した。また,台木部は土中に埋
まっている部分を根と同様に調査した。

② 圃場試験
1984年 5月 ,場内の紫紋羽病の比較的軽症の約10年生の
M26台樹を対象に,根径別に菌糸束付着根の根長を測定
し,全調査根長に対する比奉を求めた。なお,根径 1研以
下の細根は調査から除いた。

3 試験結果及び考察

0)根径別紫紋羽病菌菌糸束付着及び腐敗状況
コンテナ試験の 1年生苗木の紫紋羽病菌菌糸東付着根及
び腐敗根は太根ほど多かった。特に根径 5翻以上の根で約
80%が菌糸東付着根及び腐敗根であったが, 1綱

"以
下の細

根では付着根が分配割合で01%,腐敗根が07%と極め
て劣なかった (表 1)。 圃場の約10年生の紫紋羽病軽症樹

においても同様であった (表 2)。 これらの結果は植え付

け約 6か月後の 1年生苗木の調査において,植付時に発根

根径
ω
健全根重 (夕 ) 付着根重(′ ) 腐敗根重(夕) 計

>5
5 -3
3 -1
<1

191(212)
,4 0(65 4)

217 8(86 5)

4106(99 2)

513(570)
41 0(28 5)

153( 61)
03(01)

196(218)
88(61)
188( 74)
28(07)

900(1000)
1438(10001

2519(100の
4137(1000)

表 1 紫紋羽病菌菌糸東による根の根径別付着及
び腐敗状況 (1年生ふ じ/M.26)

注 1)根重は風乾物。
2)()内 は分配割合の 。

表 2 根径別紫紋羽病菌菌糸束付着状況
(10年生わい性台樹 )

樅
ω

全調査根長
(m)

菌糸東付着根

根 長 G) 付着率 C粉

1～ 2
3 -5
6 -10
11 -15
16 -20
>21

4.382

2.470

1,176

543

309

289

953

1,124

522

275

169

214

217
455
444
506
547
74 0

注 1)5樹 の合計
2)腐敗根も含めた。

していた根径 3理以上の根の中で太根ほど被害根が多かっ

たことから,紫紋羽病に対する感受性は根径の違いによる
ものと考える。鈴井

"は
アスパラガスで新しい根より古い

根に紫紋羽病菌が定着しやすいことを報告している。 リン

ゴわい性台樹の場合も太根ほど,すなわち,古い根ほど紫
紋羽病菌が侵入しやすいものと考えられる。

(a 発病程度と紫紋羽病菌糸東付着状況
紫紋羽病菌の侵入部位を推定するため,コ ンテナに植え

た 1年生苗木について,発病程度別に菌糸束の付着状況を

調査した。発病初期の軽症苗木の場合,根径 5～ 3 mm部位
で付着指数 4(マ ット状)の部分が認められた。指数 2
(網状で粗)の表面積の分配害1合は台本部,指数 1(糸状)
は5魏以上の根で高かった。中～重症になるにつれて,台
木部及び根径 5硼以上の根の菌糸東付着量及び付着表面積

が著しく増加した (表 3)。

これらの結果からみて,紫紋羽病菌は台木部に近い古い

太根に侵入しやすく,ま た,土中の台木部は形態的に占い

太根に類似しているために本菌が侵入しやすいものと考え

-241-



東 北 農 業 研 究  第 42号 (1989)

表 3 発病程度と部位別紫紋羽病菌菌糸束付着表面積 (1年生ふじ/M.26)

症  状 部 位
付 着指数別付 着表面積 (梯 )

0 1 2 3 4 計

軽  症
(4樹平均 )

台 木
樺 >5m
5 -3

0 ヽ́ 1

<1

611(899)

210(824)

,52(902)

381 7(982)

1181 0(99 9)

32(47)
45(176)

50(60)
66( 14)

12(01)

37(54)
0( 0  )

0(0)
15( 04)

0(0 )

0(0 )
0(0 )
32(38)
0(0 )
0(0 )

0( 0

0(0
0(0
0(0
0(0

)

)

)

)

680(llll1 0)

255(1000)

834(1000)

3888(1∞ 0)

11822(1000)

中  症
(8樹平均 )

台 木
梃 >5諷

5 ヽ́3

3  ‐1

<(1

37'(581)

7 4(23 1)

,90(73 1)

351 4(90 7)

11504(9' 7)

08(12)
133016)
210(155)

23 ,( 6 2)

35(03)

93(143)

52(163)

80( 5,)

91(23)
0( 0 )

90(138) 82(126)
0(0 )  61(191)
02(01)   72(53)
31(08)  0(0 )
0(0)  0(o)

652(1000)

320(1000)

1354(1000)

387 5(1000)

1153 9(100 0)

重  症
(6樹平均 )

根>5爾
5 ‐‐3

3 - 1

<1

木 0(0 )
0(0 )
100(11 5)

4, 7(13 2)

71(08)

56(70)
0(0 )
36 3(41 7)

247 0(65 4)

,01 ,(98 0)

0(0 )
60(168)

67( 77)

34 6〈 9 2)

110( 12)

15(19)
8 0(22 3)

11 4(13 1)

22 0( 5 8)

0(0 )

726(911)

21 8(60 9)

22 6(260)

246(65)
0(0)

797(1000)

358(1000)

87 0(1000)

377 9(100 0)

'20 '(100 0)注_ 1)()内 は分配割合 Cり
2)症状 軽症 :台木,根への菌糸東付着少,中症 :台木,根への付着中,重症 :台木,根の大部分に付着。
3)付着指数 0:菌糸束の付着無, 1:糸状の菌糸束,2:網状の菌糸東で粗,3:網状の菌糸束で密 ,

4:マ ット状

られた。木村 1)も 普通台樹で幹から半径15η以内の根に
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